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1. 研究の背景と目的 

 地球環境問題や気候変動問題を背景とし、東京首都

圏が抱える健全な水循環の回復という課題に向けて、

その基盤となる「グリーンインフラ」（以下GI）の保

全・創出に向けた取組が本格化している。日本学術会

議は2020年「GIとは、自然環境を生かし、地域固有の歴

史・文化、生物多様性を踏まえ、安全・安心でレジリ

エントなまちの形成と地球環境の持続的維持、人々の

命の尊厳を守るために、戦略的計画に基づき構築され

る社会的共通資本である」と定義している1 )。水循環に

資するGIの特質を明らかにする視点としては、第一に雨

水浸透、第二に雨水貯留、第三に地域文化と密接に関

わる湧水が挙げられる2 )。 

 本研究は、この内、研究の蓄積が少ない首都圏にお

ける湧水の特質について、自然立地・人間文化との関

わり・法による担保の視点から分析し、「水に関わる

文化的景観」の構造を明らかにし、首都圏水循環GI計画

における計画論の構築に資することを目的とする。 

 既往研究は、以下の通りである。大都市圏計画の歴

史的経緯については、中村は首都圏整備計画の経緯と

課題に関する研究3 )を、流域圏研究については、広域レ

ベルでは、吉川が流域の観点から見た首都圏の都市化

に関する研究4 )、石川等が多摩・三浦丘陵におけるGIの

特質と計画論に関する研究5 )を行っている。文化的景観

については、文化庁が、農林水産業に関連する景観6 )及

び、都市・鉱工業に関連する景観7 )の調査研究を行い重

要地域の選定を行なっている。しかしながら、水循環

の視点から首都圏の文化的景観を調査する研究は行わ

れておらず、更に、健全な水循環に果たす文化的景観

の意義が、首都圏計画の構築の中で検討されたことは

なく、本研究の新規性はこの点にある。 

2. 研究対象地 

 対象地は、首都圏整備法に基づく近郊整備地帯の内

側のエリアとした（図1）。既成市街地の外縁に位置す

る近郊整備地帯は、無秩序な市街化を防止するため、

計画的な市街地の整備、及び緑地の保全の必要がある

区域と定義されている8 )。当該地域は高度経済成長期に

急速な都市開発が進展したが、今後は人口減少が加速

していくことが予測されており、持続的な地域の維持

に向けた、土地利用の制御と緑地の保全の検討が課題

となっている。対象区域の面積は8,547㎢、1都4県に及ぶ。 

3. 研究の手順 

 研究の手順は、以下の通りである。水循環分析の基

本となる流域圏プランニングの方法論を導入し、第一

に1/25000の精度で流域圏を抽出し、基本データの整備

及び湧水等のデータベースを作成した。第二に、水循

環を考える上で必要となる、立地の有する潜在的特質

を明らかにするため、自然立地単位の概念の導入によ

る自然立地単位図を作成した。第三に、水循環に資す

るGIの特質分析を行った。このうち雨水浸透・雨水貯留

については量的分析よりその特質が明らかとなってい

る2), 5)が、本研究では湧水について、自然立地及び文化

との連関よりその特質を明らかにし「水に関わる文化

的景観」の抽出を行った。第四に、水循環分析と法適

用の精査より首都圏水循環GI計画の全体像と対照させ、

文化的景観の意義と構造を明らかにし、計画論の構築

に導入する手法に関して考察を行った。 

 

図1 研究対象地と湧水分布 
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4. 流域圏分析の導入とデータベースの作成 

 本研究では、首都圏を対象としたGI計画論を検討す

るため空間スケールを 1/25000に設定した。流域圏デー

タについては、国土数値情報の「流域界・非集水域デ

ータ(1/25000）」に基づき近郊整備地帯内において 883

に区分された流域圏 2 )を使用した。湧水データについて

は環境省による「代表的な湧水」9 )、東京都による「東

京の湧水マップ」10 )及び各種文献 11),  12)に基づき抽出し

た、近郊整備地帯内 877か所の湧水地点を、流域圏区分

との対応可能なデータとして整備した（図 1）。 

5. 自然立地単位図の導入  

 緑地の有する質的特性を明らかにするために、立地

の潜在的特質を示す自然立地単位の概念を導入した。

方法論は、井出等の自然立地的土地利用方法論13)に基づ

き、1/25000の流域圏区分図に対応する精度として地

形・植生等の重層から作成された自然立地単位2)を表す

図に、生態系上重要な自然環境等の情報を付加した。 

 先行研究より明らかにされた15種類の自然立地単位

（表1）を導入したが、その内自然立地単位(A)(B)及び

(E)(H)の組み合わせは、山地・丘陵地、及び台地が雨水

や河川により浸食された谷戸と呼ばれる地形を形成し

ている。谷戸とは、樹林・湧水・ため池・水田・湿地

等の水循環機能が複合的に成立している重要なユニッ

トであり、前者を「丘陵地型谷戸ユニット」（多摩丘

陵等）、後者を「台地型谷戸ユニット」（大宮台地等）

と位置付けた。更に首都圏を支える重要な立地の1つに

自然立地単位(E)があり、この連続からなる「崖線」

（国分寺崖線等）には、直下に湧水群が存在する。 

6. 水循環の視点から見たGIの特質分析 

 雨水浸透・雨水貯留の視点からのGIの特質分析につ

いては、土地被覆及び土地利用との関連から、「雨水

浸透能」及び「雨水貯留量」を用いた量的評価が行わ

れている（図 2、図 3）2)。雨水浸透能が 2000㎥/h/ha 以

上と最も高い地域は、丹沢山地へ連なる丘陵地、多摩

丘陵、秩父山地へ連なる加住丘陵や高麗丘陵、下総台

地縁辺部である。これらの地域には、前節で作成した

自然立地単位図との対応より、「谷戸ユニット」が多

く残存しているエリアであることが分かっており、自

然立地単位(A)(B)(E)(H)は首都圏を支える水循環機能に大

きな役割を果たしていることが考察される。 

7. 水循環と文化的景観の分析：湧水に着目して 

 水循環分析の第三の視点である湧水については、自

然立地単位図及び文化的景観の視点の導入により、湧

水が今日まで持続的に担保されてきた立地的要因の分

析・類型化行い、その特質を明らかにすることとした。 

(1) 湧水の特質分析 

a) 自然立地の特性 

 877か所の湧水の自然立地について、自然立地単位図、

及び古地図との対照により、湧水の立地を分析した。

その結果近郊整備地帯内における湧水は、段丘崖から

の湧水が451か所（51.3％）と最も多く、次に谷戸からの

湧水が416か所（丘陵地型：198か所、台地型：218か所）

であり全体の47.3%に相当した。その他は、台地上の宙

水を水源とするものや、沖積低地・扇状地に出現する

湧水が、合計10か所（1.1%）であった。すなわち、首都

圏に残存している湧水の約99％が、自然立地単位

(A)(B)・(E)(H)の組み合わせにより構成される「谷戸」又

は、自然立地単位(E)の「段丘崖」に位置しており、湧

水と自然立地との間に強い関係性が存在することが明

らかとなった（図4）。 

b）人間・文化との関わりの特性 

 世界遺産条約に基づく文化的景観のカテゴリー14)を使

用し、各湧水と人間との文化的関連を調査した。カテ

ゴリーⅰとは、人間の意思により創り出された景観

（庭園など）、カテゴリーⅱとは、伝統的生活様式と

結びつきのある景観（田園、棚田、用水路、堰など）、

カテゴリーⅲとは、自然的要素の強力な宗教的・文学

的意義が関連付けられた景観（聖地とされた山など）

を指している。その結果、当該地域における「自然と

人間との共同作品としての文化」と関連のある湧水は、

 

図2 雨水浸透能2)     図3 雨水貯留量2) 

表 1 自然立地単位 2) 
地形 ／ 潜在自然植生 a b c d e f g h i 

山地斜面・山麓堆積地形・丘陵地 A         
丘陵地内の谷底平野  B        
台地・段丘   C       
台地上の凹地・浅い谷  D        
段丘崖   E       
切土地    F      
盛土地    G      
谷底平野・氾濫平野   H  H H    
扇状地   I       
自然堤防  J   J     
砂州・砂堆・砂丘       K   
旧河道      L    
後背低地・頻水地・湿地      M    
崖（海浜）        N  
水面         O 

a：シラカシ群集、ヤブコウジ－スダジイ群集、シキミ－モミ亜群集、ケヤキ亜群
集、b：シラカシ群集、ケヤキ亜群集、ハンノキ－クヌギ群落、c：シラカシ群
集、ヤブコウジ－スダジイ群集、ケヤキ亜群集、d：表土が攪乱された地域のシラ
カシ群集、ケヤキ亜群集、e：イノデ－タブ群集、f：ヨシ－ハンノキ群落、g：マ
サキ－トベラ群集、h：イソギクーハチジョウススキ群集、i: 開放水域  
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163か所であった。カテゴリーⅲが最も多く106か所、カ

テゴリーⅱが39か所、カテゴリーⅰが18か所であった。 

c) 社会の共有財産としての特性 

 社会の共有財産としての湧水の特性を明らかにする

ため、都市公園・名勝・風致地区等の法的な担保力の

把握を行った。この結果、都市公園等の緑地保全施策

によって周辺環境と一体的に保全・管理がなされてい

る湧水は、428か所であった。また、社寺や公共施設用

地から湧出するものが314か所残存しており、他の135か

所は、文化的意義は希薄なものの自然環境の豊かな住

宅地等において湧出していることが分かった。 

(2) 自然立地・人間文化との関わりを踏まえた「湧水

に関わる景観」の類型化と、「文化的景観」の抽出 

 自然立地及び人間との関わりの重層より「湧水に関

わる景観」の類型化を行った。その結果16タイプに分類

され、そのうち11タイプの「水に関わる文化的景観」が

抽出された（表2、図4）。 

a) 湧水を核とする庭園・公園等の文化的景観(Hv-1, Pv-

1, C-1) 

\ この類型は、多くが台地上の自然立地（谷戸・段丘

崖）において維持・継承されてきた。古来より行楽地

として賑わった湧水や、太政官布達や史蹟名勝天然記

念物保存法の指定などにより、今日まで湧水を核とす

る文化的景観が継承されている。 

類型 Hv-1：三浦丘陵の湧水。葉山御用邸付属邸跡地

日本庭園に創られた噴井の滝等。 

類型 Pv-1：台地に邸宅を構え、谷底平野に湧水を利用

した庭園を築く、台地型谷戸の地形を利用した歴史

的庭園。おとめ山公園、殿ヶ谷戸庭園等（5か所）。  

類型 C-1：段丘崖の直下から湧出する湧水を利用した

庭園・公園。飛鳥山や肥後細川庭園等（12か所）。 

b)水に関わる生活生業の文化的景観(Hv-2,Pv-2,C-2) 

 現在も継続している田園等の生業景観と、用水路等、

かつての生活を表す歴史的景観、の2つが存在する。前

者は、都市公園法や自治体独自の条例に基づき持続的

な維持管理が行われ、丘陵地に文化的景観が多く継承

されている。後者は台地部において多く見られ、周辺

の街並みと一体的に風致地区の指定を受けている。 

類型 Hv-2：丘陵の斜面林ではクヌギ・コナラから成

る雑木林、谷底平野では水田が営まれており、武蔵

野の谷戸地形を生かした原風景。狭山丘陵、多摩丘

陵、高麗丘陵等（11か所）。 

類型 Pv-2：田園景観は、大宮台地・下総台地の一部で

維持されている。その他は池上用水（大田区）等か

らの湧水（13か所）。 

類型 C -2：江戸のまちを支えた灌漑用水路周辺の歴史

的景観。武蔵野台地の段丘崖に沿って築かれた六郷

用水・玉川上水等（15か所）。 

c)水に関わる宗教的な文化的景観(Hv-3,Pv-3,C-3,P-3,L-3) 

 宗教的な文化的景観は、山地・丘陵地に比較的多く

残存している。また、豊富な水量を有する段丘崖にお

いても多く見られる。 

表2 「湧水に関わる景観」の類型化 ( )内はか所数  
 ⅰ) 庭園, 

公園等 
ⅱ)   田園, 
用水路等 

ⅲ)   宗教

的空間等 
無し 

丘陵地型谷戸(Hill - Valley) Hv-1  (1) Hv-2  (11) Hv-3  (37) Hv-4  (149) 

台地型谷戸(Plateau - Valley) Pv-1  (5) Pv -2  (13) Pv -3  (23) Pv -4  (177) 

段丘崖(Cliffl line) C-1  (12) C -2  (15) C -3  (44) C -4  (380) 

台地(Plateau) － － P-3  (1) － 

氾濫平野(Flooded Lowlands) － － L-3  (1) L-4  (7) 

扇状地(Alluvial fan) － － － A-4  (1) 

 ※ハイライトの類型：水に関わる「文化的景観」 

自然立地 
人間・文化 

 
図4 自然立地単位図と「水に関わる文化的景観」の関係 



 

 

 

2020年度 中央大学大学院理工学研究科都市人間環境学専攻 修士論文発表会要旨集(2022 年 2月) 

 

類型 Hv-3：山地・丘陵地を開山して創建された社寺

等において、古来より湧水が宗教的景観の一部を形

成する。鎌倉五名水（三浦丘陵）、神の泉（丹沢山

地）等（37か所）。 

類型 Pv-3：台地の谷戸からの湧水と一体的に展開する

景観。清正の井戸、等々力不動の滝、井の頭池等（23

か所）。都市化が進行した台地において貴重な自然

環境となっているため、都市公園や特別緑地保全地

区の指定など法的担保を受けている。 

類型 C -3：荒川左岸河岸段丘横田薬師堂や、武蔵国分

寺に湧水群が存在する（44か所）。 

類型 P -3：台地上の「宙水」の湧出によって形成され

ている烏山弁天池（高原院）の1か所。台地上では貴

重な、水に関わる文化的景観である。 

類型 L-3：印旛沼脇に湧出する権現水と宗教的空間。 

8. 首都圏水循環GI計画における文化的景観の構造 

 以上、水循環GIの特性分析に基づき、既存施策及び基

礎自治体の緑の基本計画等の検討を踏まえて、マトリ

クス（基盤）・コリダー（回廊）・コア（拠点）から

なる、首都圏水循環GI計画図を作成した（図5）。 

 水循環コアは、首都圏レベルで重要な雨水浸透・貯

留・文化的景観の位置を、施策の検討を踏まえて重ね

合わせたものであり、本研究で明らかにした163か所の

文化的景観は、そのほとんどが水循環コアに包含され

ることが明らかになった。また、「水に関わる文化的

景観」は、身近なコミュニティレベルから首都圏レベ

ルまで、階層的にきめ細かな分布をしており。その規

模の如何に拘らず水循環GIを支えているということが、

最大の特徴であることが分かった（図6）。丘陵地に位

置する文化的景観（Hv-1～3：小山田地域一帯等）は多

くが首都圏レベルのGIコアと関連があり、一方台地上に

位置する文化的景観（Pv-1～3、C1～3：井の頭公園等）

は、コミュニティレベルのGIコアとして位置付けられる。 

9. 結論 

 首都圏広域GI計画については、レクリエーションを目

的とした東京緑地計画、都市の拡大抑制を目的とした

首都圏整備計画が策定されてきたが、水循環と文化的

景観を結び付けた計画論の検討は行われて来なかった。 

 本研究はこの課題に対して、第一に首都圏における

「水に関わる文化的景観」は、“水を核とする庭園・

公園等の文化的景観”、“水に関わる生活生業の文化

的景観”、“水に関わる宗教的な文化的景観”に分け

られ、自然立地単位に基づく立地特性、及び歴史的に

蓄積されてきた施策の分析により、11のタイプに分類さ

れることが分かった。第二に、首都圏水循環GIの構造を

検討した結果、マトリクス（基盤）・コリダー（回

廊）・コア（拠点）を導き出すことができ、水に関わ

る文化的景観は、コアの形成に大きく寄与しているこ

とが分かった。第三に、水循環の特質である土地の潜

在的特性を可視化する自然立地単位図の開発により、

「水に関わる文化的景観」を計画軸として導入するこ

とが可能となり、健全な水循環の回復に向けたGI計画論

を構築することができた。計画の構築、及び実装にあ

たっては、地域レベルから広域レベル、首都圏レベル

の階層性に応じた細かな施策展開が必要である。 
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図5 首都圏水循環グリーンインフラ計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図6 首都圏水循環GIコアを支える文化的景観の 

階層性（事例：鶴見川上流域） 


